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ど
こ
だ
っ
た
の
か
。
少
年
の

日
、
下
の
よ
う
な
「朝
顔
」に

小
用
を
た
し
た
、
か
す
か
な

記
憶
が
あ
る
。
こ
れ
は
染
付

古
便
器
と
言
い
、
粋
（い
き
）

な
芸
術
品
と
さ
れ
て
い
る
。

常
滑
市
に
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ

イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「染
付

古
便
器
の
粋
・清
ら
か
さ
の

考
察
」と
い
う
企
画
展
が
開

か
れ
て
い
た
。

陶
器
か
ら
磁
器
へ
衛
生
観
念
の
向
上
で
普
及
も

古
便
器
と
は
水
洗
式
以
前
の
ト
イ
レ
用

に
作
ら
れ
た
便
器
の
こ
と
。
明
治
24
年
、

愛
知
と
岐
阜
で
起
き
た
濃
尾
大
地
震
か

ら
、
木
製
便
器
を
模
し
た
陶
器
の
便
器

が
大
量
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
陶
器

の
素
地
（き
じ
）を
白
い
泥
で
覆
い
、
青
に

発
色
す
る
呉
須
（ご
す
＝
コ
バ
ル
ト
）で
花

鳥
を
描
く
。

磁
器
製
の
生
産
も
瀬
戸
で
始
ま
る
。
角

型
を
脱
し
、
小
判
型
、
金
隠
し
も
半
円

型
に
な
る
。
陶
器
に
比
べ
吸
水
性
も
な
く
、

衛
生
観
念
の
向
上
と
と
と
も
に
人
気
が

高
ま
る
。
大
正
12
年
の
関
東
大
地
震
で

磁
器
製
品
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。

明
治
の
末
に
山
形
市
平
清
水
で
陶
石

を
細
か
く
粉
砕
し
て
焼
い
た
角
型
便
器
が

作
ら
れ
、
吸
水
性
が
少
な
く
、
東
北
地
方

に
流
通
し
て
い
る
。

染
付
古
便
器
を
三
二
六
点
も
収
集
し
た

人
が
い
る
。
古
流
松
應
会
と
言
う
生
け
花

の
副
家
元
さ
ん
。
水
洗
便
所
し
か
知
ら
な

い
世
代
だ
そ
う
で
、
美
し
い
絵
付
け
に
感

動
し
た
ら
し
い
。
今
は
庭
に
置
い
た
り
倉
庫

ま
で
作
っ
て
び
っ
し
り
。
絵
柄
の
八
割
が
牡

丹
に
鳥
（雀
）だ
そ
う
で
あ
る
。

ト
イ
レ
、
厠
（か
わ
や
）は
、
「応
接
室
」だ

と
美
術
史
の
先
生
が
言
う
。
客
を
惹
き
つ

け
、
勇
気
づ
け
、
元
気
づ
け
る
た
め
、
染
付

古
便
器
を
設
置
し
て
い
る
。
見
え
な
い
と
こ

ろ
ま
で
「全
方
位
の
装
飾
」が
な
さ
れ
た
と

説
く
。

小判型大便器（瀬戸） 菊と槿（むくげ）。明治後期。高
さ２９．３センチ、長径５３．２センチ、短径２６．６センチ。

使用者が見ることのできない、金隠しの外側にまで描
きこまれている。この形の便器は横向きに置かれること
が多く、金隠しを入り口側に向けて置くこともあった。

磁
器
製
の
朝
顔
型
小
便
器
。
朝
顔
の
花
が
咲
い
た
と
き
の
よ
う
だ
か

ら
、
朝
顔
型
と
い
う
。
牡
丹
の
染
付
け
が
多
い
。
高
さ
65
・３
セ
ン
チ
。

326点も収集した人もいる


